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(百万円未満切捨て)

１． 2022年３月期第３四半期の業績（ 2021年４月１日～ 2021年12月31日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 3,068 ― 475 ― 572 ― 384 ―

2021年３月期第３四半期 2,771 13.5 478 94.2 571 91.9 387 98.4
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 21.37 ―

2021年３月期第３四半期 21.54 ―
(注１)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用しており、2022年３

月 期第３四半期に関する各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっておりますが、2021年３月期第３四半期に係
る各数値については遡及適用を行っておりませんので、2022年３月期第３四半期の経営成績の対前年同四半期増減率は記載しており
ません。

（注２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 7,285 1,733 23.7

2021年３月期 6,271 2,941 46.8

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 1,726 百万円 　2021年３月期 2,934 百万円
（注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用しており、2022年３月

期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

2022年３月期 ― 0.00 ―

2022年３月期(予想) 2.00 2.00

(注１) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　(注２) 2021年３月期の期末配当には特別配当１円が含まれております。

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前年増減比)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,122 4.5 336 △49.9 453 △43.4 298 △44.9 16.62
(注１) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注２） 2022年3月期より「収益認識に関する会計基準」が適用されることとなりますので、上記の業績予想は適用後の金額となります。尚、
適用前の金額は、営業収益4,237百万円、営業利益451百万円、経常利益567百万円、当期純利益378百万円となります。

　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 17,976,600株 2021年３月期 17,976,600株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 112株 2021年3月期 112株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 17,976,488株 2021年３月期３Ｑ 17,976,488株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新規感染者数が大きく減少したことで経済活動の正常化に向けた動

きが進み始めました。しかしながら、感染力の強いオミクロン株の出現や中国経済の減速、原油価格の上昇等の懸念

要因もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

賃貸住宅市場におきましては、令和３年12月末時点での新設住宅着工が前年同月比の4.2％増、10ヶ月連続の増加と

なる中、貸家着工戸数は前年同月比3.3％増、10ヶ月連続の増加となりました。（国土交通省総合政策局建設経済統計

調査室発表：建築着工統計調査報告 令和３年12月分）

このような事業環境のもと、訪問実績等の営業アクティビティの強化に努め、新規加盟店の獲得、稼働や既存先の

再稼働等営業の強化、拡大や新たな取引先との協働等に取り組んでまいりました。債権管理面では、引き続きカウン

セリング機能の強化や弁護士等外部委託者との連携強化による法的回収体制の効率化に努めてまいりました。IT化に

つきましては、組織体制を強化するとともに、電子申込サービス提供企業と連携を進め、各種WEBサービスの拡大を図

る等、DXの推進に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、営業収益3,068,292千円、営業利益475,410千円、経常利益572,469千

円、税引前四半期純利益570,229千円、四半期純利益384,111千円となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しております。これに伴い、返金が不要な契約における取引開始日の顧客からの保証料の入金について、従来

は主に契約時に一括して収益を認識する処理から財又はサービスが提供された時に収益を認識する方法に変更してお

ります。この結果、当第３四半期累計期間の営業収益は87,906千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益はそれぞれ87,906千円増加しております。これにより、当第３四半期累計期間における経営成績に関する

説明は、前第３四半期累計期間と比較しての前年同期比（％）を記載せず説明しております。

なお、消費税等の会計処理を税込方式から税抜方式に変更しておりますが、これによる影響は軽微であります。

当社の事業セグメントは、家賃債務保証事業の単一セグメントでありますので、セグメント別の記載を省略してお

ります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産につきましては、前事業年度末に比べ1,014,372千円増加の7,285,905千円

（前事業年度末比16.2％増）となりました。増加の主な要因は、自社保証の拡大等により収納代行立替金が677,883

千円増加したこと等によるもののほか、繰延税金資産が616,542千円増加したこと、季節的変動等により営業未収入

金が270,150千円減少したこと等によるものであります。

（負債）

　負債につきましては、前事業年度末に比べ2,222,017千円増加の5,552,297千円（前事業年度末比66.7％増）となり

ました。増加の主な要因は、収納代行預り金が470,610千円増加したこと及び契約負債が2,322,591千円発生したこと

のほか、営業未払金が142,887千円減少したこと及び未払法人税等が175,280千円減少したこと、前受収益が210,093

千円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

　純資産につきましては、前事業年度末に比べ1,207,645千円減少の1,733,608千円（前事業年度末比41.1％減）とな

りました。減少の主な要因は、「収益認識に関する会計基準」（2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用したことにより、期首時点で利益剰余金が1,537,864千円減少したこと等によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2021年11月17日に発表しました業績予想から修正を行っておりません。なお、業績予想は、

現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因によって、予想数値と異なる可能性があ

ります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)
前事業年度

(2021年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,220,778 1,208,879

営業未収入金 525,930 255,779

求償債権 1,211,298 1,231,292

収納代行立替金 3,307,582 3,985,466

前払費用 31,968 26,651

その他 15,200 18,105

貸倒引当金 △528,710 △550,874

流動資産合計 5,784,048 6,175,300

固定資産

有形固定資産 23,288 51,433

無形固定資産 243,894 199,652

投資その他の資産

繰延税金資産 161,407 777,949

その他 58,895 81,569

投資その他の資産合計 220,302 859,519

固定資産合計 487,484 1,110,605

資産合計 6,271,533 7,285,905

負債の部

流動負債

短期借入金 300,000 300,000

営業未払金 266,214 123,327

未払金 67,711 38,999

未払費用 23,223 32,372

未払法人税等 178,849 3,568

収納代行預り金 2,076,093 2,546,704

預り金 10,735 28,075

契約負債 ― 2,322,591

前受収益 210,093 ―

賞与引当金 76,034 37,741

保証履行引当金 79,314 81,036

その他 29,006 32,481

流動負債合計 3,317,276 5,546,897

固定負債

その他 13,003 5,400

固定負債合計 13,003 5,400

負債合計 3,330,280 5,552,297

純資産の部

株主資本

資本金 680,942 680,942

資本剰余金 435,942 435,942

利益剰余金 1,817,681 609,999

自己株式 △33 △33

株主資本合計 2,934,533 1,726,851

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 83 119

評価・換算差額等合計 83 119

新株予約権 6,636 6,636

純資産合計 2,941,253 1,733,608

負債純資産合計 6,271,533 7,285,905
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

営業収益 2,771,759 3,068,292

営業費用 2,292,795 2,592,881

営業利益 478,963 475,410

営業外収益

受取利息 6 7

受取配当金 52 10

受取遅延損害金 51,047 64,140

償却債権取立益 17,937 35,484

助成金収入 30,938 24,404

その他 298 515

営業外収益合計 100,279 124,563

営業外費用

支払利息 7,339 8,651

市場変更費用 ― 18,836

その他 ― 16

営業外費用合計 7,339 27,504

経常利益 571,904 572,469

特別損失

固定資産除却損 ― 2,239

特別損失合計 ― 2,239

税引前四半期純利益 571,904 570,229

法人税、住民税及び事業税 149,719 123,959

法人税等調整額 34,954 62,158

法人税等合計 184,673 186,117

四半期純利益 387,231 384,111
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から

適用しております。詳細については、（３）四半期財務諸表に関する注記事項の（会計方針の変更）をご参照

下さい。

（会計方針の変更）

当第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、返金が不要な契約にお

ける取引開始日の顧客からの保証料入金について、従来は、主に契約時に一括して収益を認識する処理によっており

ましたが、財又はサービスが提供された時に収益を認識する方法に変更しております。なお、消費税等の会計処理を

税込方式から税抜方式に変更しておりますが、これによる影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期間の期

首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項

に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を

認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方

法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の

契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減しておりま

す。

　この結果、当第３四半期累計期間の営業収益は87,906千円増加し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は

それぞれ87,906千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は1,537,864千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前会計年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「前受収

益」及び固定負債の「その他」に含まれていた「長期前受収益」は、第１四半期会計期間より「契約負債」に含めて

表示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について

新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第

12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から

生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計

基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会

計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

　


